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The effects of binocular disparity on perceived size were investigated by simultaneous

matching, method using two size instructions. Clear differences were found between two-

instructions. - The instruction of Hperceived visual angle" yielded consistent results among three

subjects that mainly depended on not absolute distance but physical visual angle and binocular

d享sparity. tUpder the "objective size" instruction, results, which varied with the subjects,

dependedTon､ riot only visual angle and binocular disparity but also absolute distance and other

depth cues∴ These findings suggest that perceived visual angle is directly determined by physical

visual angle '蝣ふd binocular disparity, whereas the objective size is related to perceived depth.

1.は　じ　め　に

外界の対象物の知覚的大きさは,観察距離が変化し,

それに応じてその物体か網膜上をこ肇る視角が変化しても

恒常を保つ.この現象は大きさの恒常性と呼ばれる.知

覚的大きさに関する研究は古くから数多く行われている

が,代表的な実験方法は,さまざまな距離に呈示された

テスト刺激を一定距離にある比較刺激と継時的に比べる

というものである1~6).この方法による研究によって,輿

行き手がかりが豊富なほど大きさの恒常性が増すことが

知られている1,6)またステレォえコ丁プ等を使った条

件でも知覚的大きさに関する研究が行われている7-14)

この場合,転換7-14)両眼非対応9,10)調節12,13)といっ

た手がかりのみの寄与を調べることが可能である.この

場合でも,視角が一定ならノ,各手がかりから予想される

理論的距離が小さくなるほど知覚的大きさは減少すると

いう,恒常的な大きさの知覚をもたらす変化が得られて

いる,

知覚的大きさの応答は,被験者に与えるインストラク

ションによって影響を受ける3-6,ll,14-17)ことが知られて

いる.インストラクションは,対象の実際の大きさ(ob-

jective size3-6'14-16-17', linear sizell-15'}　と見かけの大き

ァ(apparent size3>4>6>1 , angular sizell-15', analytic14',

phenomenal175)に対応する2種を用いる場合が多いが,

さらに細かく分類する場合もある4-6)このような実験結~

采は, `大きざというものが単一の概念ではないという

ことを示すものであろう.この2種の知覚的大きさは日~

常的にも無意識に区別されていると思われる.たとえば

自分から異なる距離に立つ,身長の違う人間を観察した

場合について考える. Aという身長2mの人間が10m

の距離に, Bという身長1.5mの人間が5mの距離に

立っているとする. Aは視角11.3deg, Bは視角16.7'

degである.このときAの身長が大きいという応答がで

きる一方, Aの見かけが小さいという応答も可能であろ･

う.前者が"実物の大きぎ'の応答であり,後者が"見

かけの大きざ'である.本研究では後者のことを,"見え

の視角(perceived visual angle)と呼ぶことにする.

"大きざ'が二つあるいはそれ以上の感覚に分けられる,

ことは過去の研究でも示唆されている.しかしそれらの,

多くは単に現象を記述しているにすぎず,人間の視覚系
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が外界を知覚するために使っている両眼非対応,幅榛と

いった種々の手がかりとそれらの大きさの知覚との関係

を定量的に扱ったものは少ない.しかしこの2種類の知

覚的大きさが存在するなら,両眼非対応によって生じた

わずかな奥行きによっても,それらの間に違いが生じる

はずである.知覚的大きさが2種に分けられるならば,

それらを決定している要因が何であるか調べることは,

視空間内の物体の大きさ知覚決定のメカニズムを考える

上で重要であろう. 2種の知覚的大きさは,それぞれ異

なる要因によ?て別々に決まっているのか,または単に

一つの知覚を別の基準で答えている結果なのか,という

ことも問題である.

そこで本研究では両眼非対応を変数とし,それとこの

2種類の知覚的大きさとの関係を定量的に調べることを

.目的とする.両眼非対応または転換の手がかりのみをコ

ントロールするために,刺激はステレオスコープにより

呈示する.そして被験者は,テスト刺激と比較刺激の大

きさを同時マッチングする.今回用いる方法により,わ

ずかな知覚的大きさの差異が定量的に調べられると考え

た.

2.実　験　方　法

2.1実験装置

装置としては三つの光路からなるステレオスコープを

用いた(Pig. 1).これらの光路は2枚のハーフミラ丁に

よって,光学的に重ね合わされている.

Fig. 1 Schematic top vi与w of the apparatus.

S: light source, D : defuser, P1-4‥ polarizing

別ter, AP 1-3 : apeature, HM : half mirror, Sub. :

subj ect.
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光路1および2に時,被験者の視軸に対して水平方向

に移動する,刺激呈示ボックスがある.刺激呈示ボック

ス中の4Wの蛍光灯が側面にあるひし形のアパーチャ

ーAPI, AP2を裏面より照射する.刺激の大きさはア

パーチャーを交換することにより,変えることができ

る.また刺激呈示ボックスの前と被験者の左右の眼前に

偏光板PI,P2とP3,P4が配置されて,光路1の刺

激は着眼に,光路2の刺激は左眼に選択的に呈示され

る.被験者はこれらを融合し奥行きのある一つの刺激と

して観察する.この刺激をテスト刺激と呼ぶ.光路1,

2の刺激の水平位置はパルスモーターとマイクロコンピ

ューターによりコントロールされ,任意の転換を定める

ことができる.テスト刺激の観察距離は1mである.

光路3の刺激も,光路1, 2と同様にひし形であり,

アパーチャーAP3の背後から蛍光灯により照射されて

いる.この刺激を比較刺激と呼ぶ.比較刺激は両眼で観

察される.このアパーチャーAP3は, DCモーターに

より逆方向に動く2枚のⅤ字型のアパーチャーから作ら

れている.被験者はスイッチによって,形状と中心位置

を変えずに刺激の大きさを変えられる.比較刺激の観察

距離は1.1, 2.0, 3.0mの3種類を用いた.

テスト刺激と比較刺激は同時に観察される.各刺激の

輝度は約0.led/m2である.ここでは,刺激の輝度を低

くし,偏光板による左右眼への選択的刺激呈示を完全に

し,また刺激の周囲が見えないよう粧特に注意した.低

輝度のために立体視が劣化するようなことは観察されな

かった.さらに刺激の周囲が見えてくることを防ぐため

に,被験者は明順応用のライトを刺激観察の合間に見る

ようにした.また刺激観察中の暗順応による見えの変化

は観察されなかった.被験者の頭部位置は,あご台およ

びヘッドレストにより固定した.

2.2　実験条件および手順

実験は刺激を両眼で観察する両眼条件と,刺激を単眼

で観察し両眼非対応の手がかりが得られない単眼条件と

からなる.

テスト刺激のひし形の一辺の長さ(St; size of a test

stimulus)は, 20, 28, 36mmの3種であり,両眼条件

の場合左右の眼に入力される刺激は同一の大きさであ

る.これらの刺激から被験者の眼までの距離(∂t; dis-

tance of a test stimulus)は1mであるので,その視

角　　visual angle (6) of a test stimulus)はそれぞ

れ1.15, 1.60, 2.06degである.

比較刺激のひし形の一辺の長さ(S｡; size of a com･

parison stimulus)は,先に述べたように可変であり,
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変化の範囲は7-148mmである.また被験者との距離

(∂　distance of a comparison stimulus)は1.1,

2.0,3.0mの3種である.

両眼条件の場合,テスト刺激と比較刺激の間の両眼非

対応(disparity-Vt-Vc; Vt: vergence angle of a

test stimulus, Vc蝣vergence angle of a comparison

stimulus)は, +2.0, +1.0, +0.5, 0.0, -0.5, -1.0,

-2.Odegの7種である.これらは, 3種のか｡に対し

てそれぞれ設定された. +符号は,テスト刺激が比較刺

激に対して理論的に近距離(交差視差)の場合, -符号

は遠距離(非交差視差)の場合である.またこれらの刺

激の両眼非対応0.0degは,比較刺激に対しテスト刺激

が等距離であると"知覚"される場合であると定義し

た.この位置を基準として他の6種の両眼非対応を作り

出すように,二つのテスト刺激の位置を左右に移動す

る.比較刺激の距離が2.0, 3.0mでテスト刺激の両眼

非対応が-2.Odegの場合は,テスト刺激を見たときの

編棒角が負の値であり実際には有り得ない.しかし,各

被験者はこのようなテスト刺激を融像して単一視するこ

とができ,比較刺激に対して奥行きも知覚できた.単眼

条件の場合は,両眼で観察したとき両眼非対応が+2.0,

0.0, -2.Odegとなる刺激を左眼のみで観察した.

テスト刺激と比較刺激は同時に呈示されるが,両眼条

件の場合,これらは被験者から見て上下に並んで位置し

ている.比較刺激の中心が被験者の眼の高さと同じであ

り,テスト刺激はその中心が比較刺激の下方4degの

方向になるように呈示される.このような上下の配置を

用いたのは,テスト刺激および比較刺激各々の左右像の

対応が容易になされるためである.単眼条件の場合の刺

激の位置関係は,両眼で観察したときに両眼非対応が

+2.Odegとなる刺激では比較刺激に対してテスト刺激

が右方に, 0･Odegの場合は真下に, -2.0degの場合

は左方にずれている.

実験では,まず両眼非対応0.0degの位置を決める.

左右のテスト刺激を動かすパルスモーターの動作性能が

､1パルスあたり0.4mmであるので,この単位でテスト

刺激の知覚を奥行き方向に動かし,これが比較刺激の真

下で等距離に知覚されるように調整した.この調整は実

験の各セッションごとに行った.その後テスト刺激と比

較刺激が同時に呈示され,被験者は両刺激の=実物の大

きぎ'または"見えの視覚" (これらのインストラクショ

ンについては,後述する)を等しくするように,スイッチ

操作によって比較刺激の実際の大きさ呑調整する.また

被験者に,左右眼に呈示されるテスト刺激か融合して単

一視されない場合は,実験を行わず実験者に報告するよ

うにインストラクションした.このとき眼球運動,およ

び観察時間は制限していない.またこの調整の過程で,

被験者のスイッチ操作により,比較刺激の大きさが変化

している間は,この剰艶甲光は消えている･これは物理

的な大きさの時間的変化が,相対的距離知惠'の新たな手

がかりになることを防ぐためである.比較刺激の可変範

囲内でマッチングができない場合は,被験者は比較刺激

を最も大きく,または小さくした状態で観察し外挿して

答える.また被験者は各トライアルの間,刺激呈示窓の

左方にある明順応用の光源を見る.

刺激条件の組み合わせは,両眼条件では63種(3

(β｡;比較刺激の距離)×3 (gt;テスト刺激の実際の大

きさ) ×7 (disparity;テスト刺激と比較刺激の間の両眼

視差))あり,単眼条件は27種(3 (βC)×3 GSOx3(位

置))ある.それぞれの条件に対し2通りの大きさマッチ

ングを行う.各被験者は各条件において4回の繰返しを

行った･両眼14応答(1 (Dc xi to)×7 (disparity)

×2 (応答))と単眼6応答(1 (β｡)×1 (∫t)×3 (位置)

×2 (応答))の合計20応答を1セットとし,この中で

異なる刺激条件はランダムに呈示される.またgtの異

なる3セットを1セッションとし,続けて実験を行った.

∫tの順番はランダムである.各被験者は, β｡とインス

トラクションの異なるものを,合計12セッション行っ

た･各被験者は一方のインストラクションによる実験が

終わった後,もう一方に移った.またDcの順番は被験

者間でバランスをとった.

2.3　インストラクション

大きさマッチングする際に被験者に与えた2通りのイ

ンストラクションを以下に示す.

"実物の大きざ'マッチング

｢刺激それ自体の大きさを等しくする.たとえば,一

方の刺激をもう一方の刺激があると知覚される位置に移

動すると,正確に重なるという見え方に基づいた判断.

または定規を使ってそれぞれの刺激の大きさを測ると同

じになるだろうという判断をする.｣

"見えの視角"マッチング

｢刺激の見えたままの大きさを等しくする.たとえば,

二つの刺激のうち自分に近い方が,日食の時の月のよう

に,後方の刺激を覆い隠すような見え方に基づいた判

断･または,二つの刺激を写真に掠ると,それらがフイ

ルム上で同じ大きさで写っているだろうという判断をす

る.｣
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2.4　被　験　者

男性3名(TY, IK, HK)を被験者として用いた.坐

員心理物理学の実験の経験を有する. TY, HKの2名

は視力矯正をして実験を行った.またステレオグラムに

より,被験者全員が通常の立体視機能を有していること

(少なくとも, 2分の両眼非対応が検出可能)を確かめ

た.

3.実　験　結　果

Fig. 2-4に,被験者TY, IK, HKの両眼および単
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Fig. 2　Matched size of a comparison stimulus

in the monocular viewing condition (square

symbol) and in the binocular viewing condition

(circle symbol) as a function of binocular dis-

parity under two sets of instructions for three

comparison stimuli distances (Dc). The closed

and open symbols show the results of "perceived

visual angle" and "perceived objective size

instructions, respectively. Symbol sizes indicate

the size of test stimuli (St) : 36 mm (large), 28mm

(middle) and 20mm (small). Vertical bars repre-

sent standard deviations.

眼観察時の結果をそれぞれ示す.各図中で,円形シンボ

ルは両眼条件,四角シンボルは単眼条件の結果である.

また上から比較刺激の距離Dc-1,100, 2,000, 3,000

mmの結果である.

両眼の結果では,各グラフの横軸は比較刺激に対する

テスト刺激の両眼非対応であり,プラスの符号は交差視

差,マイナスは非交差視差である.縦軸は大きさマッチ

ングしたときの比較刺激の実際の大きさ(A)である.

各グラフ中の黒シンボルは"実物の大きぎ'マッチン

グ,自シンボルは"見えの視角"マッチングの結果を示

す.シンボルの大きさの違いはテスト刺激の実際の大き

さ(&)の条件に対応し,大きいものから順に　St-36,

28, 20mmの結果である.両眼の場合,各点は4回の応

答の平均であり,外挿による応答を含むものには, *印

を付けた.一方,単眼の場合では,テスト刺激の横方向

のずれの違いによる影響はなかったので,各点は位置の

違いを含めた12回の応答の平均である.また各グラフ

中の3本の点線は, 3種のStが張る物理的な視角の値

に相当する.また誤差棒は　SD　を示すが,多くの場合

IK

0
　
　
　
　
　
　
0

4
　
　
　
　
　
　
2

o

 

o

 

o

 

o

 

o

 

o

 

o

 

o

 

o

U

"

)

　

　

　

　

C

¥

J

 

O

I

 

C

O

 

C

O

　

　

　

　

　

　

"

T

 

C

O

l

-

　

　

T

-

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

O

J

T

-

(
∈
l
u
)
9
z
i
Q
s
n
i
n
i
x
i
u
s
u
o
s
u
e
d
∈
o
u

B in . M o n .

､ ､■一つ

‖…聖 コ 勺 一… 斗 一

" ■■史= 讃 ,.V ォg~ , コ 蝣 -?蝣* 蝣

D C= 圭

110 0 m m ★ ★ ∫

二二二二二≡ 慧 監 ≡薫 二二二._.o f

､､､ 0
至

2000m m

★

★ ★

★

○

‥二二‥‥≡ 二一■転 義 二‥二二宣

ロ苧
3000m m

-3　-2　-1　0　1　2

Binocular Disparity (deg)

Fig. 3　Same asFig. 1, but for the subjectof IK.



298 (38) 光学　第21巻第5号(1992年5月)

(特に被験者HK)の結果においてSDはシンボルの大

きさより小さい.

両眼条件の結果より,各被験者とも,すべてのDc条

件,およびインストラクションの違いによらず,両眼非

対応量が-2.0degから+2.Odegに大きくなるに従っ

て,大きさマッチングしたときの比較刺激の大きさが小

さくなることが確認された.これは,視角が一定なら近

い刺激が相対的に小さく知覚されることを示している.

この結果は大きさの恒常性から予想される方向であり,

過去の研究7-14)と矛盾がない.またテスト刺激の物理的

大きさ(シンボルの大きさ)が大きくなるにつれて,そ

の知覚的大きさも大きくなっている.同一距離に知覚さ

れる刺激(両眼非対応0.0deg)において,被験者TY,

HKは,ほぼ物理的な視角どおりのマッチングを行った

が,被験者IKの結果は,理論的な値よりもやや下回っ

ている.また各被験者ともインストラクションによっ

て,明らかに異なる結果を示した.

またFig.5にFig. 2-4より　Z^^000mm, St-

36mmの3人の被験者の結果を抜き出してリプロット

HK
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Fig. 5　Matched size of a comparison stimulus

in the binocular viewing condition as a function

of binocular disparity under "perceived visual

angle" instruction (upper五gure) and "perceived

objective size" instruction (lower　丘gure) for

three subjects. Vertical bars represent standard
deviations. ∫t: 36mm, β｡ : 2,000mm.

したグラフを示す.上の図は"見えの視角"下は"実際

の大きぎ'マッチングの結果である.これより"見えの

視角"マッチングでは, 3人の被験者が同様の形状の曲

線を示したのに対し, "実際の大きさ"マッチングでは

個人差が大きいことが明らかである.この傾向は他の

Dc, Stの条件でも同様である.

単眼条件では,被験者TY, HKの場合にはインスト

ラクションによる影響はあまり見られなかった.また彼

らの場合,両マッチングは物理的な視角に基づいたもの

であった.一方被験者IKの場合は,すべての場合にお

いて"実際の大きざ'マッチングの結果が"見えの視

角"マッチングの結果より小さい値であり,どちらも物

理的な視角よりも常に小さかった.

4.考　　　　　察

4.1見えの視角

実験結果より,"見えの視角"マッチングは,被験者内

で安定しており,被験者間でも同様の傾向を示すことが

わかった.そこでまず,この見えの視角について考察す

る.

実験では3種の比較刺激の距離(D｡)を用いたが,こ

の違いによって刺激間の両眼非対応が同じでも絶対的な
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嶺榛角の大きさが異なる.そこで見えの視角に及ぼす

Dcの影響を調べる. Fig. 6は,両眼の場合の見えの視

角の結果(Fig. 2-4)をリプロットしたものである.各

グラフは各被験者の結果であり,横軸はFig. 2-4の両

眼のグラフと同様に両眼非対応であるが,縦軸は視角で

ある.そして各点は比較刺激の大きさ(β｡)をβ｡に応

じて換算した物理的な視角である.各グラフには,テス

ト刺激の大きさ　GSOとDcに応じた9本のデータがプ

ロットしてあり, 3本の直線は3種のStに対応する物

理的視角である.

3人の被験者の結果とも, 9本のデータが3本ずつま

とまっている.これは, gtが同一ならば, β｡の異なる

場合でも結果がよく一致していることを示している.こ

のことより,少なくともこの実験で用いたβ｡の範囲内

では,絶対的な幅榛の値に関わらず,対象間の両眼非対
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Fig. 6　Matched size of a comparison stimulus

in visual angle as a function of binocular dis-

parity under "perceived visual angle instruction

for three subjects. Symbol sizes indicate St‥

36 mm (large), 28mm (middle) and 20 mm (small).

symbol shapes indicateか｡ ‥ 1, 100mm (□), 2, 000

mm (○) and 3,000mm (△).
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応によって,テスト刺激と比較刺激の問の相対的な"見

えの視角"が決まっていると考えられる.

Fig. 7　に,大きさマッチング時における,テスト刺

激に対する比較刺激の視角の比をプロットしたグラフを

示す.左列のグラフは両眼,右列は単眼の結果である.

両眼のグラフの横軸はこれまでのグラフと同様,両眼非

対応である.各グラフは被験者の違いであり,シンボル

の違いはS.に対応しており,大きいものからJrBにS.-

36, 28, 20mmの結果である.各点は, β｡の異なるも

のをまとめてあり,両眼の場合は12応答,単眼の場合

は36応答の平均である.また誤差棒はSDを示す.

これより,両眼の場合は視角の比が両眼非対応0.0
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under Hperceived visual angle" instruction for

three subjects. Symbol sizes indicate St ‥ 36 mm

(large), 28mm (middle) and　20mm (small).

vertical bars represent standard deviations.
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deg付近を中心にS字型の曲線を描いていることが明ら

かである.被験者TY, HKの場合は,両眼非対応0.0

degの場合に視角の比がほぼ1.0になっている.一方

IK　の場合は曲線全体が下方に移動しているが,形状は

同様である.そしてIKの結果に,あるいはHKにお

いても若干であるが, Stの大きい条件はど視角の比が

大きいという傾向が多少見られる.しかしそれはグラフ

の形状には影響を及ぼしてはいない.一方単眼の場合で

は,被験者TY, HKは物理的な視角どおりのマッチン

グを行っていることが確認される.また被験者IKの結

果は全体に下方にずれているが,この被験者は両眼の場

合も同様の傾向があり,単眼の結果は両眼時の視差0.0

degの結果と近い値を示している.また, Stの影響が

3人の被験者において若干見られるが,両眼の場合と同

秩,顕著ではない.

以上の結果は"見えの視角Hの比が,両眼非対応を変

数として非常に安定して決まっていることを示してい

る.本研究で"見かけの視角Hと表現している感覚が過

去の研究ではapparent size3*4'6'16', angular sizel1-15',

analytic sizel , phenomenal size17)といったようにさ

まざまな呼び方をされている.しかし,今回の単眼条件
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の"見えの視角"マッチングが,物理的な視角を等しくす

ることにはかならなかったことを考慮すると,この感覚

が"視角"に対する感覚であることを示していると思わ

れる.すなわちこの感覚を表現するためにはやはり"見

かけの視角"または"視角に対する感覚"といったもの

が適当なのではないか.

4.2　実物の大きさ

次に"実物の大きざ'マッチングについて考察する.

Fig. 8に,両眼条件の実物の大きさ応答の結果(Fig.

2-4)をリプロットしたものを示す.これは, Fig.6と

同様に, Fig. 2-4の各点の値をβ｡に応じて視角に換

算したものである. 9枚のグラフは,縦方向に同一被験

者の結果が並んでおり,横方向は同一のテスト刺激の大

きさ(St)である.各グラフの横軸はこれまでと同様に

両眼非対応であり,シンボルの違いは比較刺激の距離

(β｡)に相当する.

これより多くの場合で, β｡によって異なる結果を示

していることが確認される.たとえば,被験者TY　の

各グラフで　D｡-1,100mmの結果(■シンボル)は

1)0-2,000, 3,000mmの結果と比べて,両眼非対応が

正の場合はより大きい値を示し,両眼非対応が負の場合
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Fig. 8　Matched size of a comparison stimulus in visual angle as a function

of binocular disparity under "perceived objective size" instruction for three

subjects and three St. Symbol shapes indicate Dc : 1, 100mm (蝣), 2,000mm (○)

and 3,000mm (×).
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は小さくなっている(∫t-20mmの場合以外).マッチ

ングの結果が,両眼非対応が正の場合はDcが大きくな

るに連れて小さく,両眼非対応が負の場合はDcが大き

くなるに連れて大きくなる,という傾向は,被験者HK

のgt-20, 28mmとIKのJt-28, 36mmの,両眼

非対応が正の領域でも見られる.これは"見えの視角-'

マッチングの結果とは明らかに異なる.すなわち"実物

の大きざ'に対する知覚は,両眼非対応のみの関数では

なく比較刺激の距離(Dc)に影響されることを示してい

る.

上の結果,すなわち`実物の大きざ'マッチングが達

成された時点の比較刺激の視角(Oc)が,両眼非対応が

正の場合はDcが小さいほど大きい値になり,負の場合

はβ｡が小さいほど小さくなるという傾向は,以下のよ

うに説明することができる.ある一定の両眼非対応量と

それに対応する実際の物理的距離の関係は下の式で表さ

れる.

∂- Vt- Vc- 2 {tan-1(H2Dt) -tan-1(H2De)}

-i(pe -Dt)IDcDt

-idlDc{Dz-d)　　　　　　　　　　( 1 )

となる.ただし∂は二つの対象間の両眼非対応, Vt, Vc

はそれぞれテスト刺激,比較刺激までの転換角, βt, β｡

はそれぞれテスト刺激,比較刺激までの物理的距離, i

は両眼問の距離, dはテスト刺激と比較刺激の奥行き

(β｡一刀t)である.

一方,ある一定の両眼非対応に対応する知覚的奥行き

量が,観察距離の増加に伴って大きくなることが過去の

研究によって確かめられている18~21)この知覚的奥行き

の変化の方向は,式(1)に示される,観察距離(か｡)が

増加するのに従って,ある両眼非対応量(♂)に対応する

奥行き(d)も増加する,という物理的関係に対応してい

る.ここでテスト刺激までの知覚的距離(βt′),比較刺

激までの知覚的距離(Dc′),両刺激の知覚的奥行き(d/)

両眼非対応量(♂)の関係が式(1)に対応したものである

と仮定する.これは以下のような式で表される･

d- k id'jDc'(Dc'-d/)

-k iVDcr-Dtr)IDc'Dt'　　　　1 0

ここでkは定数である.

またテスト刺激と比較刺激の物理的大きさ(gt,ぶ｡),距

離(Dt,Dc),視角(Ot,Oc)の問にはそれぞれ以下の関係

がある.

gt-p tan βt≒βtβ　　　　　　(2)

so-Do tan dc-Det　　　　　　(3)

そして実物の大きさの知覚(gt′,ぶ｡′)が,上の(2), (3)

301 (41)

式と同様な形で知覚的距離(βt′,β｡′)に影響されると仮

定すると

St'-kDt'ot　　　　　　　　( 2 0

Sc/-kDe/　　　　　　　　(3 /)

と表せる(kは定数).テスト刺激と比較刺激の実物の大

きさを等しくした場合には,

St'-Sc　　　　　　　　　( 4 ')

となっていると考えられるため,この場合の視角の比は

式(2′), (3′)から以下のように表される.

Oe/Ot- ｣>t'/ZV (5/)

ここで式(1/)を代入して

--Ub+De'd)　　　　　(6 0

となる.ここで∂が正の場合すなわちテスト刺激が比

較刺激より近くにある場合に,鋸βtはβ｡′が大きいほ

ど小さくなり, ∂が負の場合はその逆でDc′が大きい

ほどOe/Otは大きくなる.

以上のように,一定の両眼非対応に対する知覚的奥行

き量が,絶対距離によって物理的な関係に従って変化す

ると仮定すること(式(1′)),そして実物の大きさに対

する知覚が,知覚的奥行きの影響を受けると考えること

(式(2′), (3′))で,本実験の結果(特に被験者TY)

で見られた実物の大きさマッチングに及ぼすDcの影響

が,その変化の方向に関して,説明可能である･

しかしFig. 8の結果の中には,この考えによって説

明できないものもある.たとえば被験者IKのSt-2Q.

28二mmの両眼非対応が負の場合である･これらの場合

にはDcが大きくなるに従ってマッチングの値が小さく

なっており,上の考えとは逆方向の変化である.上に述

べた考えが正しいことを明確に示すためには,さらに多

くの実験をすることが必要であろう

4.3　大きさ応答のための手かかり

本実験で得られた大きさ応答にはいくつかの手がかり

が関与していると思われる.考えられるものは,刺激の

実際の大きさ(視角),両眼非対応,幅鞍,調節,であ

る.実験装置にステレオスコープを用いたためこれ以外

の手がかりの影響は少ないと考えられる･また被験者

IKの場合,単眼条件では"実物の大きざ'マッチング

は"見えの視角"マッチングの結果より小さく,それら

は物理的な視角より常に小さかった･この原因の一つと

して,二つの刺激の配置の影響が考えられる･上方に位

置する刺激をより遠方に知覚し,その結果,上方の刺激

をより大きく知覚してしまうというものである･

Fig. 7に示すように,"見えの視角"応答の物理的な視

角からのずれは,刺激間の両眼非対応量に対して単調に
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変化するものではなく,両眼非対応が小さい範囲では曲

二線の傾きが大きく,両眼非対応が大きくなるとなだらか

に変化した.このことからこの応答に対して両眼非対応

と晦韓の2種の手がかりが関与していると考えられる.

…両眼非対応によって奥行き感が得られるのは,非対応量

がlo付近までであることが知られている22,23)この限

界点は,本実験の見えの視角応答の傾きの変化する点に

近いと思われる.またこの応答に対して比較刺激の距離

の影響が見られなかったことから調節による寄与はない

と考えられる.

"実物の大きさ"の知覚には,上述した網膜両眼非対

描,幅摸,調節,そしてこれらによって生み出された知

覚的奥行きが関与していることが示唆される.これは先

に述べたように,実物の大きさの応答が両眼非対応量だ

けでは決まらず,絶対的な距離を考慮したかのような方

向にシフトしたという理由による.しかし被験者問の差

が大きく,現段階では定量的な考察はできない.被験者

IKおよびTYは,内観として実物の大きさの応答に与

える相対的な大きさの影響を述べている,それは比較刺

激の大きさを変えると奥行き感が変化してしまい"実物

の大きざ'マッチングが難しい,というものである.こ

のように実物の大きさは,多くの手がかりによって決ま

っておりその関数も被験者によっても異なる可能性があ

る.それは実物の大きさに対する知覚が,知覚的奥行き

とも関係してより高次で決まり,経験によっても変化を

受ける場合もあることを示唆する.また大きさ応答まで

の時間がインストラクションによって異なるという過去

の研究17)があるが,今回の実験でも同様の傾向が得られ

た.本実験では特に時間制限を設けなかったが,各被験

者とも"実物の大きざ'マッチングは"見えの視角"マ

ッチングより時間を要した.このことも"実物の大きぎ'

に対する知覚が複数の要因で決まり,経験や推論の過程

を経ているという考えを支持すると思われる.

5.ま　　と　　め

刺激の同時比較によるマッチング法を用いることによ

り,"見えの視角"と"実物の大きざ'に対する知覚を分

離することができた."見えの視角"は被験者内で安定し

ており,被験者問でも同様の傾向を示した.またこれ

は,両眼非対応量のみの関数として記述できることが示

唆され,網膜両眼非対応および幅榛の手がかりが関与し

ていると考えられる･一方`実物の大きざ'は個人差が

大きかったが,多くの手がかり,さらには知覚的奥行き

による影響を受けることが示唆された.
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